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　日本の代表的な土壌を、2回に分けて紹介します。1回目は、台地や丘陵地に分布し、畑、樹園地、草地などとして
利用されている、黒ボク土（全農耕地のうち約26%）、褐色森林土（同7%）、赤黄色土（同6%）の3種類です。

（農業環境インベントリーセンター　小原　洋）

黒ボク土
　おもに火山灰から発達した、軽く柔らかい土壌です。黒くてホクホクしているところから黒ボク土と呼ばれるように
なったといわれています。火山国の日本では、北海道、東北、関東、中国、九州地方の丘陵地、台地を中心に広く分
布していて、畑や牧草地などの主要な土壌となっています。土壌がリン酸を強く結びつけるために作物はリンを吸
収しづらく、かつては、生育に適さない土壌でした。しかし、リン酸肥料が普及したため、柔らかく水分保持力が高い
という良好な物理性もあって、現在では広く畑作物が栽培されるようになりました。

褐色森林土 と 赤黄色土
　火山灰の影響の少ない台地・丘陵地・山地には、褐色森林土と赤黄色土が分布しています。両土壌とも、自然状
態では一般に酸性の強い低栄養な土壌です。褐色森林土は、黄褐色の次表層をもつ比較的若い土壌で、日本各地
の山地、丘陵地に広く分布します。赤黄色土は、鮮やかな黄色や赤色の次表層をもつ、風化の進んだ比較的古い土
壌で、有機物の蓄積が少なく、緻密で重く固いなど物理性の問題もある土壌です。西南日本や南西諸島に広く分布
しています。

病気の治療をいつやめるべきか
　私たちが何かの病気にかかって治療して病気が回
復傾向に向かったときには、いつ治療をやめるべきか
を判断しなければなりません。いつまでも治療を続け
ていると医療費がかさみますし、また、治療を続ける
ためには病院に通うなどの不自由な生活を送らなけ
ればなりません。しかし、あまりに早く治療をやめてし
まうと、後で病気が再発する場合があります。特に、病
原体に感染して生じる「感染症」の場合は問題です。
治療をやめるのが早過ぎると、後で病原体が繁殖し、
以前よりも重篤な病状になることもありえます。病気の
再発の危険性を小さく保ちながら安全に治療をやめ
るにはどうすればよいのでしょうか。そこには一般的
な統計学理論が考えられます。

侵入病害の根絶問題
　農作物の病気についても、人の病気と同様に、「病
気の治療をいつやめるべきか」という問題が存在しま
す。海外からわが国に新たな植物病原体が侵入した
場合には、その病原体を根絶しなければなりません。
この根絶の手順は「緊急防除」と呼ばれています。緊
急防除では、まず病気に感染した地帯を閉鎖して、病
原体がその感染地帯の外へ広がらないようにします。
その上で、感染地帯内部の「治療」を行います。治療と
は言っても、植物の病気の場合は治癒することがあり
ませんので、病気に感染した植物を見つけて焼却する
といった方法になります。閉鎖している間は病気に感
染しうる植物を売買することができませんので、一部
の住民には大きな経済的な負担を強いることになり
ます。できる限り早く緊急防除を終了して閉鎖を解除
したいところです。しかし、解除するのが早過ぎると、
感染地域内に残っていた病原体が繁殖して広い範囲
に拡散してしまい、取り返しのつかない事態におちい
る可能性もあります。

治療終了の判定法
　病気の治療を安全に終了するための一つの方法は

「しばらく放っておいて様子を見る」ことです。この方法
は、私たちが昔から経験的に行っている方法ですが、
それを理論としてきちんと整理してみましょう。図1に
はその理屈を図示しました。いま仮に病原体が1個だ
け体内に存在するとしましょう。この病原体は1日ごと
に2倍に増殖するとします。病原体の数が少なければ、
病気の症状は現れませんので、病原体がなくなったか
どうかは外からは判断できません。ある程度以上に病
原体数が増えた時点でのみ病気の症状が現れます。
いま病原体の数が8個以上のときに病気の症状が現
れるとしましょう。今の場合は1個の病原体は1日後に
は2個、2日後には4個、3日後には8個に増えます。そ
のため、病原体が残っていた場合には3日後に病気の
症状が現れます。逆に言えば、3日後に病気の症状が
現れなければ「病原体は存在しない」ことが証明でき
ることになります。

図1　病気の治療終了後を判定する方法の概念
病原体は1日ごとに2倍に増殖するとし、病原体数が8個以上のときに
病気の症状が現れるとします。このとき、3日のあいだ放っておいて、3日
後に検査を行って病気の症状が見られなければ、病原体が存在しない
ことが証明されます。
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